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論文内容の要旨

緒言

男子の淋菌性尿道炎(gonococcalurethritis‥GU)患者にChlanwdla tracJlOmatIsの混合感染を起

こしていることは多く報告されている｡実際の臨床では尿道スメア内にグラム陰性双球菌を認めれば

GUとして治療が始まるが,Cとr∂do肪∂とノ∫の検査結果が判明する前に治療方針を決定しなければなら

ない｡またGUが治療された多くの症例はC tracjzomatlsの結果のためには再受診しない｡そのためGU

の治療時にはCと∫署C血劇∂f上∫にも効果的な治療が推奨されている｡

また,勃′C叩j∂甜∂geβノと∂ノブ皿と扮e卑〆∂甜∂〟re∂ノァとノc上皿biovar2は非淋菌性尿道炎の原因菌とな

りうることを示唆されてはいるもの,GUの治療後におこる尿道炎(postgonococcalurethritis:PGU)

における位置づけは報告もわずかでよく理解されていない｡

目的

GU患者におけるgenitalmycoplasmas と ureaplasmasの混合感染の頻度ならびにPGUにおける

〃geβノねノカ皿と〃αre∂ノァとノc乙皿biovar2の意義を明らかにする｡

方法

尿道スメアもしくは初尿の培養において胞Isserla gonorrhoaeが検出された390人の男子尿道炎患

者を対象とし,それらの初診時の臨床検体からC加C血劇∂とノ∫,〃geノ7ノと∂ノム叫 妙cq〆∂5仰∂血伊血ノ∫,

Lb-e4Plama pal･Vumbiovarl,L(LLrealytlcLLm biovar2 をpolymerase chain reaction(PCR)法と

PCR-micro-titerplatehybridization法を用いて検出した｡PGUはGUとしての治療後7-14日目の尿

道スメアに多核白血球を認めるものを陽性と定義した｡これらの原因菌とPGUの関係を多変量解析に

よって評価した｡
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結果

GU患者初診時の検体から Ctmchomatls,MgeDltallum,Mhom血1s,L(parvLm biovarl,

〃ばe∂ノァとノc皿biovar2はそれぞれ85例(21.8%),16例(4.1%),8例(2.1%),9例(2.3%),33例(8.5%)

検出された｡その中でCわⅥCム甜∂とノ∫陰性かつ〃geβプねノブ皿陽性例は12例′〃ばe∂ノァとノc〟∬biovar2

陽性例は23例であった｡評価可能な再診患者291人のうち104人(35.7%)がPGUであった｡

CtlujlOmatls陰性のGU患者においてはMgeβ1tallumの混合感染はPGUのリスクを14.54倍増大させ,

〃αre∂ノァとノc〟肪biovar2は3.64倍増大させた｡

考察

Centers forDisease Control(CDC)ではGU患者の治療はCtluhomatlsの混合感染を予測しての

治療を推奨している｡本邦のガイドラインに準じた場合,まずGUに対してのみ治療がなされ混合感染

の危険性を説明し再診を促しC加d甜∂とプ∫陽性症例に治療を追加してきた｡さらなる症例の積み重

ねが必要であるがgenitalmycoplasmas とureaplasmasの混合感染は症例数が少ない上に,

Cと柑Cム甜∂とf∫に対する治療で原因が不明なまま治療が完了してきた現状で,この他の原因菌を含め網

羅的に検索できるシステムの構築が望まれる｡

結論

GU患者におけるMgenItalILmおよびL(wealytlcLm biovar2の混合感染はPGUに有意に関係して

いた｡これらの結果を踏まえGU患者の治療に際しては,Cと乃C血相とノ∫や〟geβJねノブ潤および

′(比re∂ノァとノc乙腰などにも感受性のある抗菌剤で治療すべきであると思われた｡

論文審査の結果の要旨

申請者 横井繁明は,〟geβノと∂ノノばと 〃ばe∂ノァとノc〟伊(biovar2)が淋菌治療後にも残存する

postgonococcalurethritisの原因菌であることを初めて明らかにした｡

本研究の成果は,淋菌性尿道炎の治療において,CわⅥC加齢とノ∫以外にもこれら細菌に対する治療の

必要性を示したものであり,性感染症の治療学の進歩に少なからず寄与するものと認められる｡
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